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新世代航空機部品製造拠点創生事業について【新規】

地域産業振興課

１ 目 的

秋田発技術シーズによる革新的な複合材の低コスト成形技術と検査技術を

産学官共同で研究開発することにより、航空機構造物製造の事業化を推進す

るとともに、医療福祉、自動車等多様な分野での事業化を図る。

２ 概 要

（１）複合材の新たな成形技術の開発 ２３０，２５０千円

複合材による航空機構造物の製造に関して、秋田大学が大手重工と共同研

究を進めている革新的な低コスト成形技術を確立する。

（２）複合材の接合検査技術の開発 ５１，０００千円

複合材の接合に関する非破壊検査技術を、秋田大学が大手重工と共同研

究を進めている検出法によって確立する。

（３）研究開発体制等の整備 ２，２１６千円

秋田大学等の基盤技術を活用して研究開発を推進するため、県内産学官

及び大手重工で構成する技術研究組合を組織するとともに、県内での事業

化に向けて、金融機関・支援機関等との協議会を組織する。

３ 予算額 ２８３，４６６千円

１４１，１２５千円

１４２，３４１千円

内 訳 ・開発委託料 ２００，５００千円

・備品購入費 ７０，０００千円

・材料費 １０，７５０千円

・職員旅費 １，２１６千円

・手数料 １，０００千円
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（参考）

１．開発委託料の内訳

（１）複合材の新たな成形技術の開発

番号 委託内容 用 途 金額(千円)

① 微小金属体製造装置開発 発熱する微小金属体の製造 50,000

② 複合材加熱装置開発 微小金属体と炭素繊維の加熱 64,000

③ 複合材成形装置開発 複合材の成形 55,500

（２）複合材の接合検査技術の開発

番号 委託内容 用 途 金額(千円)

④ 複合材接合検査装置開発 接着強度不足の検出 31,000

合計（（１）＋（２））200,500千円

２．備品購入費の内訳

（１）複合材の新たな成形技術の開発

番号 備品名称 用 途 金額(千円)

⑤ 電気炉 発熱する微小金属体の製造 10,000

⑥ 織物状半製品製造装置 炭素繊維用織機 20,000

⑦ 平面研削盤 複合材表面の研削加工 20,000

（２）複合材の接合検査技術の開発

番号 備品名称 用 途 金額(千円)

⑧ 非破壊検査装置 内部欠陥の非破壊検査 20,000

合計（（１）＋（２））70,000千円

３．材料費の内訳

（１）複合材の新たな成形技術の開発

番号 材料名称 金額(千円)

⑨ 微小金属体材料 5,000

⑩ 炭素繊維・樹脂材料 5,750

合計 10,750千円
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先進がん医療等コア技術開発推進事業について【新規】 

        

地域産業振興課 

 

 

１ 目 的  

  がんの治療においては、高精度な病理診断と患者個々人に最適な抗がん剤投与

量等の迅速な判定が求められている。    

これらの医療ニーズに対応するため、産学官のコンソーシアムによる新たな機

器開発に要するコア技術の開発を支援するとともに、サプライチェーン形成によ

る県内産業の高付加価値化を図るほか、がん患者の生活の質の向上にも寄与する。 

 

２ 概 要   

（１）研究開発の内容 

① 精緻な診断のための患部組織の薄切技術の研究開発  

がん細胞の有無をより精緻に判定するため、１μｍ厚（現状３～５μｍ） 

      で患部組織を採取する薄切技術を確立する。 

 

② 抗がん剤投与量決定分析機器を実現する技術の研究開発 

現在、抗がん剤の投与量は、患者の副作用等の反応を観察しながら決定し

ている。また、一部の患者に対しては汎用分析機器を用いているが、煩雑で

多大な時間を要することから、迅速かつ簡便に分析するための技術を確立す

る。    

 

③ 乳がんの分子標的療法（※）の有効性を高精度に判定する技術の研究開発 

    乳がんにおいて、がん細胞の増殖に関与しているタンパク質「ＨＥＲ２」

の検査結果が明確に判定できない状況であることから、抗ＨＥＲ２標的療法

の有効性を迅速かつ簡便に分析するための技術を確立する。 

       （※）分子標的療法 

              がん細胞に特有の分子をねらい撃ちすることで、副作用が少なくがんを抑える

効果が期待される治療法 

 

（２）推進体制     

   産業技術センターや秋田大学などの産学官によるコンソーシアムを構成して

研究開発を推進する。 

    

（３）補助対象等 

    ・補 助 対 象：産学官により構成されるコンソーシアム 

・補助対象経費：直接人件費、旅費、原材料費、工具器具費、装置費、 

外注加工費、知財取得関連費、消耗品費 等 

   ・補 助 率：１０／１０ 

   ・補 助 期 間：平成２８年度～平成３０年度 
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３ 予算額              ４０，９１８千円 

                  ○国２０，４５９千円 

                                   ○一２０，４５９千円 

 

     内 訳  ・補助金            ２６，３３５千円 

・備品購入費      １４，５８３千円 

 

（参考） 

 各研究開発テーマ等の経費内訳 

① 精緻な診断のための患部組織の薄切技術の研究開発   ３，０００千円 

 ・原材料費や表面加工等に要する経費 

 

② 抗がん剤投与量決定分析機器を実現する技術の研究開発 ８，０００千円 

 ・分析用専用容器の設計や試作に要する経費 

 ・抗がん剤用専用試薬の開発に要する経費 

 

③ 乳がんの分子標的療法の有効性を高精度に判定する技術の研究開発 

 ５，８１６千円 

 ・ＨＥＲ２用専用試薬の開発に要する経費 

 

④ その他（検査手法の検討等、機能試験、管理法人運営費等） 

２４，１０２千円 

・秋田大学における検査手法の検討等に要する経費 

（試薬等消耗品費、旅費）           ３，０１０千円 

・産業技術センターにおける機能試験に要する経費 

（試薬・部品等消耗品費、旅費）        １，５１０千円                  

・産業技術センターに整備する試験評価用設備に要する経費 

（高感度高速細胞等蛍光分析装置）      １４，５８３千円 

・管理法人の運営経費 

（人件費、旅費、知財取得関連費等）      ４，９９９千円 

5



先
進
が
ん
医
療
等
コ
ア
技
術
開
発
推
進
事
業
に
つ
い
て

 

課
 
題

 
コ
ア
技
術
開
発

 
期
待
さ
れ
る
効
果

 

・
薄
切
技
術
を
可
能
と
す
る
高
精
度
な
刃
の
実
現

 
・
多
サ
ン
プ
ル
に
対
応
し
た
画
像
処
理
シ
ス
テ
ム
の
実
現

 

・
少
量
電
界
撹
拌
に
対
応
し
た
専
用
容
器
の
実
現

 
・
多
点
少
量
撹
拌
技
術
(複

数
検
体
の
同
時
検
査
技
術

)の
実
現
 

・
抗
が
ん
剤
投
与
量
を
決
定
す
る
た
め
の
専
用
試
薬
の
実
現
 

 ・
分
子
標
的
療
法
の
有
効
性
を
迅
速
か
つ
簡
便
に
判
定
す
る
た
め
の

 
 
検
査
試
薬
の
実
現
 

 

１
．
研
究
開
発
の
内
容

 

⑴
 
患
部
組
織
の
薄
切
技
術
と
が
ん
診
断
支
援
画
像
処
理
技
術
の
研
究
開
発

 

 
 
精
緻
な
サ
ン
プ
ル
取
得
が
困
難
な
た
め
、
微
小
が
ん
組
織
を
見
逃
す
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

 

 
 
 

⑵
 
抗
が
ん
剤
投
与
量
決
定
分
析
機
器
を
実
現
す
る
技
術
の
研
究
開
発

 

 
 

 
抗
が
ん
剤
の
投
与
量
は
、
患
者
の
副
作
用
等
の
反
応
を
観
察
し
な
が
ら
、
決
定
し
て

 
 

 

 
い
る
。
ま
た
、
一
部
の
患
者
に
対
し
て
は
汎
用
分
析
機
器
を
用
い
て
投
与
量
を
決
定
を

 

 
し
て
い
る
が
、
煩
雑
で
多
大
な
時
間
を
要
す
る
。

 

精
緻
な
検
査
を
可
能
に

 

⑶
 
乳
が
ん
の
分
子
標
的
療
法
（
※
１
）
の
有
効
性
を
高
精
度
に
判
定
す
る
技
術

 

 
 
の
研
究
開
発

 
 

 
 
 乳
が
ん
細
胞
の
増
殖
に
関
与
し
て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
の
有
無
の
検
査
に
お
い
て
、

 

 
  検

査
結
果
が
明
確
に
判
定
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

 

●
 
免
疫
染
色
、
薄
切
技
術
の

 
 
高
度
化
に
よ
る
病
理
検
査
市

 
 
場
へ
の
参
入
・
シ
ェ
ア
拡
大
、

 
 
さ
ら
に
は
、
創
薬
や
再
生
医

 
 
療
分
野
へ
の
応
用
展
開

 
 ●

 
医
療
機
器
産
業
の
サ
プ
ラ

 
 
イ
チ
ェ
ー
ン
形
成
に
よ
る
県
内

 
 
産
業
の
高
付
加
価
値
化

 
 ●

 
適
切
な
診
断
と
患
者
個
々

 
 
人
に
応
じ
た
適
切
な
医
療
の

 
 
提
供

  （
個
別
化
医
療
へ
の

 
 
対
応
）

  に
よ
る
生
活
の
質
の

 
   向

上
 

２
．
推
進
体
制

 

●
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
秋
田
大
学
な
ど
の
産
学
官
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
成
し
て
研
究
開
発
を
推
進

 
    

基
礎
研
究
フ
ェ
ー
ズ

 
１
４
２
，
６
９
１
千
円
（
３
カ
年
）
 

 

⑷
 
【
参
考
】
術
中
免
疫
染
色
装
置
（
※
２
）
の
自
動
化

 

 
       所

要
時
間
１
５
１
分
→
１
９
分
に
短
縮
し
た
も
の
の
、
工
程
が
手
作
業
の
た
め
検
査
 

 
 技
師
が
拘
束
さ
れ
る
。

 

自
動
化

 

（
企
業
独
自
で
開
発
）

 

 ※
１

 
 分
子
標
的
療
法

 
 

 
 

 
  が

ん
細
胞
に
特
有
の
分
子
を
ね
ら
い
撃
ち
す
る

 
 

 
  こ
と
で
、
副
作
用
が
少
な
く
が
ん
を
抑
え
る
効
果
が

 
 

 
  期

待
さ
れ
る
治
療
法

 
 ※
２

      術
中
免
疫
染
色
装
置

 
 

          
 術
中
に
免
疫
染
色
に
よ
っ
て
が
ん
細
胞
の
有
無

 
 

 
 
を
短
時
間
で
診
断
す
る
た
め
の
装
置

 

応
用
・
実
証
フ
ェ
ー
ズ

 
地
方
創
生
推
進
交
付
金
に
よ
る
支
援

 

管
理
法
人

 

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

 

（
機
能
試
験
）

 

企
 
業

 

（
８
社
程
度
）

 

秋
田
大
学

 

（
検
査
手
法
の
検
討
等
）

 

小
型
迅
速
化

 

地
域
産
業
振
興
課

 6



 



あきた起業促進事業について 

（ＩＣＴ活用によるグローバル起業家人材育成支援事業【新規】） 

 

商 業 貿 易 課 

 

１ 目 的 

  県内在住の大学生等を対象に、ＩＣＴツールを活用し、秋田を拠点として、

国内外から高付加価値な仕事を受注できる起業家人材を育成する。 

 

２ 概 要 

クラウドソーシング等のＩＣＴツールを活用した専門的・実践的なビジネス 

スキルを習得する起業家人材育成プログラムを２年間にわたり実施する。 

 

 ・事 業 期 間：平成２８年７月から平成２９年３月まで 

・事 業 委 託 先：起業支援事業者等（公募） 

・プログラム参加者：１０人程度 

・プ ロ グ ラ ム 内 容：アイデアを事業化するノウハウ、経営課題解決スキル                     

等の習得、最先端現場視察研修 

                      （参考）２年目プログラム内容 

                              起業計画の実効性確認、模擬起業体験等 

 

 ＜スキーム図＞ 
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３ 予算額              ８，２５９千円 

               ○国 ４，１２９千円 

               ○一 ４，１３０千円 

内 訳 

      一般需用費                     ３５千円 

      役務費                         ３０千円 

      委託料                   ８，１９４千円 

 

委託料の内訳 

      講師謝金                 ３，２４０千円 

      講師旅費                     ８１９千円 

      運営費                   １，５５０千円 

 広報費等             ６７０千円 

      現場視察             １，３０８千円 

      消費税及び地方消費税         ６０７千円 

 

 

 

 

（参考） 

 

 ○クラウドソーシング 

インターネットを利用して、事業者が商品企画や広告業務等の募集を広く 

行い、提案の中から請負者を決定するビジネス手法 

 

 （具体的な業務例） 

  Ｗｅｂコンテンツ作成、商品ネーミング、３Ｄアニメーション作成 等 
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